









































































































































































































































































































































の寄与率が90%を超す山梨 ･長野 ･福井,80%台の石川 ･大分 ･岐阜 ･宮

























工産増加 額における部門別状況- 1889 (明治22)～1919(大正8)午-
A .増加率 B 寄与率 (上位2部門と主要な放維製品)
(工産総額) 第1位 2位 l 主要な放維製品
北海道 1,674,5 化 学 27.3 食 料 22.8
青 森 419.5 その他 56.2 食 料 258
岩 手 464.2 繊 維 52.3 その他 216蚕糸栴 46.9%
宮 城 771.4 放 維 64.1 食 料 208蚕糸析 49,5%
秋 田 613.0 その他 81.7 食 料 174
山 形 891.2 繊 維 83,7 食 料 98蚕糸類 40.3%,綿織物 40.4%
福 島 696.9 敵 維 81.4 化 学 10.8蚕糸頬 56.4% 綿織物 198%
茨 城 691.7 繊 維 42.1 金 属等 25.3 蚕糸類 42.1%
栃 木 1.704.4 金属等 44.8 肋 維 358
群 馬 985,9 俄 維 81,5 食 料 123 蚕糸蝋 39.6% 綿織物 13.4%
埼 玉 1,564.3 繊 維 70.3 その他 102 蚕糸叛 44.6%
千 葉 785.4 食 料 11.9 繊 維 119
東 京 9,989.2 金属等 26.9 織 維 25.4
神奈州 4,920.2 金属等 42.6 繊 維 198
新 潟 1,089.8 繊 維 55,0 食 料 175 綿織物 26.1%
富 山 863.9 # # 670 化 学 24.9 絹織物 27.0%
石 川 3,5159 敵 維 894 食 料 4.1 絹織物 84.9%
福 井 3,3955 舷 維 939 化 学 3.8 絹織物 82.1%
山 梨 1,0544 # # 993 その他 o8 蚕糸類 92.4%
長 野 2,6163 繊 維 969 化 学 15蚕糸糞頁 96.1%
岐 阜 1,322.8 織 維 875 化 学 6.7蚕糸棟 35.2% 綿糸 172%
静 岡 4,172.9 繊 維 638 化 学 20,9綿糸 17.3% 綿織物 241%
愛 知 5,435.4 繊 維 746 食 料 8.2綿糸 113% 綿織物 327%
三 重 2,1470 助 推 748 食 料 7.9綿糸 21.5%,綿織物 241%
滋 賀 5355 献 維 791 化 学 13.8 蚕糸頬 22.3% 綿織物 152%
京 都 1,566.2 舷 維 700 食 料 12.4 絹織物 24.0%
大 阪 3,8470 繊 維 473 金属等 24.3 綿糸 17.4%,綿織物 20.9%
兵 庫 5,923.9 金属等 343 a W 273
奈 良 1,0372 俄 推 860 食 料 7.3 綿糸 343% 綿織物 369%
和歌山 2,8451 肋 維 777 化 学 9.8 綿糸 20.6% 綿織物 236%
鳥 取 1,1805 肋 維 815 金属等 70 蚕糸類 78.9%
島 根 3712 献 維 568 金属等 15.3 蚕糸煩 59.1%
岡 山 2,2069 繊 維 786 化 学 7.3 綿糸 374% 綿織物 261%
広 島 3,2021 俄 維 419 金属等 322 綿糸 22.5%,綿織物 10.9%
山 口 1,1478 化 学 405 金属等 236
徳 島 3,2997 金属等 684 繊 維 240
古 川 1,359.1 敵 維 306 食 料 299 綿糸 204%
愛 媛 4,330.1 & 経 785 化 学 16.2 綿糸 25.5% 綿織物 357%
高 知 ユ,1539 繊 維 466 化 学 353 蚕糸類 45.0%
福 岡 3,4116 化 学 338 # kB 213
佐 賀 2,1792 繊 維 662 食 料 136 綿糸 58.0%
長 崎 6913 敵 維 513 食 料 143 綿糸 40.3%
熊 本 1,8965 化 学 638 織 維 219
大 分 1,0675 繊 維 888 その他 57綿糸 43.0% 綿織物 167%
宮 崎 6207 繊 維 868 その他 216 蚕糸類 86.9%
鹿児島 6680 献 維 718 食 料 13.9 絹織物 41.8%
沖 縄 4158 食 料 125 その他 12.5
資料)梅村又次 ･高松信治 ･伊藤繁 『地域経済統計』(大川一司 ･篠原三代平 ･梅村又次編 (長期






























































号,1989),清水洋二 (史学会編 『史学雑誌』第99編第2号,1990),谷本雅之 (歴史学























(14)石井寛治 ｢地域経済の変化｣(佐伯尚美 ･小官隆太郎編 『日本の土地問題』く東京大学
産業経済研究叢番)東京大学出版会,1972)0
(15)天野雅敏 ｢産業構造と地域経済｣(西川俊作 ･尾高燥之助 ･斎藤修編 『日本経済の
200年』日本評論社,1996)O
-- J(筑波大学歴史人類学系編 『歴史人類』第12号,1984)｡
(17) ｢明治二十一年農事調査｣については,相原茂 ･放鳥龍行編 『統計日本経済-一一経済
発展を通してみたEl木統計史- 』((経済学全集28)筑摩書房,1971)において信頼性
に疑問があると指摘されている (88-91頁)はか,本香第1章とほぼ同じ集計を行った
前掲 (8)古島 『資本制生産の発展と地主制』においても ｢網羅性の低さ｣が指摘され
ている (405頁)｡





















(22)前掲 (21)斎藤 ｢明治後期の府県勧業政策- 予備的観察- ｣246頁O
(23)例えば,鳥取県編 『鳥取県史 近代 第三巻 経済篇』(1969)によれば,鳥取県産の
｢木綿は最盛期である天保年間には百万反におよ｣んだという (22頁)｡また,前掲
(8)古島 『資本制生産の発展と地主制』における 『明治七年府県物産表』の集計によ
ると,鳥取県の原料綿生産 (価額ベース)は,当時の全61府県中第13位であり (49-51
頁),『明治十年全国農産表』の突綿生産 (数量ベース)の旧国 ･郡別集計によると,伯
者は旧国別の第6位,会見郡は郡別の第1位の生産量を誇っていた (51-52貢)0
(岡山大学大学院文化科学研究科)
(『近代産業地域の形成』御茶の水書房,1997 ‡vi+238真)
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